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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 

  

第二の革命 

第一巻：信仰と闘争 
  

第10回 
  
  

民主主義者が「西ドイツには表現の自由がある」と言うのは偽善である。  

    

そんな中、「民主主義では、誰もがいつでも立ち上がって、誰もが思って

いることをすべて言う権利がある」という、実情を的確に表した言葉（残

念ながら誰の言葉かは分かりません）があります。 
 

しかし、このシステムの中で自分の頭で考える勇気のある人は、民主主義

について、つまり、意見に対する民主主義の恐怖について学ぶことにな

る。過激な政令、職業禁止令、情報提供者制度は、民主主義者が自国民を

恐れていることの証左である。マンフレッド・レーダーは亡命し、ヴォル

フ・ディーター・エカートは長期刑を宣告され、私自身は拘留された！ 
    

民主主義者が、意思決定への大衆の参加は政党を通じて可能だと言うのは

偽善だ。決定が議会でなされなくなって久しい（議会でなされたことが

#1097                                                                                                                                        23.03.2024 (135) 



2 

あっただろうか）。基本的なガイドラインはワシントンとエルサレムから

送られてくるが、それ以外のことは利益団体のよく知られた論争で決定さ

れる。大独占企業、国際企業、単一労働組合、黄金色と薄紅色の（社会民

主主義の）国際機関が実質的な支配権を握っている。人民はもはや全く登

場しない。ここで人民の参加の可能性について語るのは、不条理でばかげ

たことである。政党の任務は、現実の力関係から国民の目をそらすこと、

つまり演劇を演じること、ついでに、抗議行動の不満が右翼や左翼のグ

ループ（APOの場合はSPD、NPDの場合はCDU-CSUを参照）に向かう可

能性をキャッチすることだけである。  

    

国民は直感的に、自分たちが鼻先で誘導されているように感じている。こ

れは、政党への幻滅が進み、抗議票や無投票の割合が増加していることか

らも明らかである。しかし、「ソフトな弾圧」はあまりにうまく機能して

いる。10-15%は全国右翼政党に、6-8%は緑の党に、約10%は税金政党に投

票しようと思っているが、いざとなると、そんなグループは結局ダメだろ

うという恐怖心が勝り、この諦めが、これまで本当の野党を形成できな

かったという事実につながる。民主主義」政党に組織されているのは人口

の2％未満であり、これは割合的にも人数的にも、1945年末のNSDAPの党

員数よりも少ない--民主主義万歳、「人民の支配」！ 
    

民主主義者が、FRGには政治犯がいないと言うのは偽善である。終戦から

30年以上たった今でも、国家社会主義ドイツ労働者党は禁止されており、

党の宣伝、鉤十字の表示、ドイツ式敬礼、ナチスの宣伝材料の所持は、3

年以下の禁固刑に処される（StGB86項）。さらに、ユデンシュッツパラ

グラフ（StGB130項または131項）があり、国際ユダヤの役割に関する批

判的考察は5年以下の懲役に処される。(600万人のユダヤ人がガス処刑さ

れたわけではない、あるいは、ユダヤ人は権力を持ちすぎている、と述べ

るだけで十分な場合もあるが、その場合は、裁判によってすぐに納得のい

く形で証明される）。政治的信念のためにこれらの条項に違反し、そのた

めに刑務所に入る同志を、他に何と呼べばよいのだろうか。彼らは良心の

囚人であり、民主主義者の政治的囚人なのである！ 
    

これらは、このシステムの性格の欠如、托鉢のほんの一例に過ぎない。意
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見の自由から集会の自由まで、政治的意見を理由とする迫害の禁止から住

居の不可侵まで、このシステムを批判するドイツの国家社会主義者に対す

る基本的権利の適用を検討するだけで、民主主義は民主主義者のためにの

み存在する、あるいは彼ら自身が言うように、と気付くことができる：  

    

"自由の敵に自由はない"  

    

そして、自由とは何かは、権力を持つ者が自由に決定する。しかし、それ

自体、全く問題のない議論です：  

    

すべての国家は、その存在を守る権利があり、真剣に考えるならば、実際

には義務でさえあるのです。 
    

そして、私たちは国家の敵、この国家の敵なのです！私たちはこの体制を

憎み、打倒したいのです！そして、彼らは私たちにこう言うのです：  

    

"反対派を容認するのか？あなたは政敵を収容所に入れたのです。"  

    

というのも正解です：  

    

しかし、私たちの理解する人民国家には、国家の敵は存在しません。なぜ

なら、善意の人なら誰でも、たとえ政治的に私たちに属していなくても、

国民のために働き、働く機会が与えられるからです。なぜなら、私たちが

切実に必要としている国民の団結を損なおうとする者たちがいるからで

す。だから、これらの主張は、それ自体は一見正当なものだが、民主主義

国家がこのような発言をしていいのだろうか。 
    

リベラル資本主義システム」は、最終的には、多数派の意思を強制するメ

カニズム、すなわち民主主義-人民の支配、あるいはイデオロギー的プロ

グラムポイント（FDGO）のシステムを維持するリベラリスト的世界観の

国家、最終的には人々の意思にも反するものであることを決めなければな

りません。  

    

つまり、自由主義-資本主義システムが、1933年にすでに一度成功したよ

うに、民主的な手段で、自らの武器でそれを打ち負かす機会を、我々を含
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む反対派に提供するかどうかだ！もし民主党がこれを許せば、彼らは一貫

して誠実であるだろう。もし彼らが本当にFDGOが優れていて強固だと考

えているのなら、国民が急進的な選択肢の中から選ばなければならないと

いう事実に対処できるはずであり、そうでなければ選ぶものは何もない。  
    

あるいは、反対派の弾圧、「戦闘的、闘争的な民主主義」、自由主義的世

界観のために決定する。そうすれば、この体制の反対者、すなわち、われ

われドイツの自由戦士は、自分たちの立ち位置を知り、ワイマール共和国

とは対照的に、ボンの自由主義・資本主義体制は、最終的には革命によっ

てのみ排除されうることを理解するのである。 
    

民主党がどのような決断を下すかは、彼ら次第である。しかし、気骨のあ

るドイツ人として、私たちは、イデオロギーの対立者や敵であっても、誠

実さと一貫性を期待する。なぜなら、公式には、「私は彼（政敵）が話す
すべての言葉を憎むが、彼がそれを話す権利のためには、いつでも死ぬ用

意がある」というヴォルテールの原則に基づく法治の下の自由な国家をま
だ語っているが、現実には、民主党はとっくに第2の選択肢を選んでい

る：  

    

共産主義、自由資本主義、国家社会主義という現代の3つのイデオロギー

体系の間で、国民にまったく選択肢を与えないのです。自由資本主義は、

組織化された偽善のシステムであることが証明された。これが、私が、民

主主義者がこれまで国家を支配した中で最も嫌な生き物であると述べた意

味である。だからこそ、私たちは、ボルシェビキを尊敬しているのです。

ボルシェビキは、自分たちが何をしたいのかを知っている戦士です。しか

し、若者の健全な道徳的本能を持つ民主主義者たちに対しては、ただ1

つ、軽蔑の念を抱くのです！  
    

共産主義者に会うと、鋼鉄と鋼鉄がぶつかり合い、自由資本主義体制の支

持者に会うと、嫌なスライムしか見えない。その中で、暴力の行使、人狼

戦略、武装地下闘争について一言。 
    

後者から、自由資本主義体制は、共産主義者と同様に、人民の意思に反し

て自らの生存を確保しようと決意しているように見えることがわかる。手
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段が違うだけである：  

 

民主主義者は、より賢く、より狡猾であることを証明する。彼らは、「政

治勢力の自由なプレー」という見世物で人々の気をそらし、繁栄と消費主

義で人々を麻酔し、穏やかで控えめな政敵の弾圧を実践する。だから、東

西の自由のための闘争の間には、道徳的な違いはないのである。資本主義

や共産主義との闘いにおける国家社会主義！ 
    

東ゾーンの独裁体制を考えれば、そこで公然と組織化し、人民会議所の選

挙に参加せよというのは、誰も考えつかないだろう。国家社会主義者が地

下で集まり、武力抵抗を完全に排除しないことに、誰も驚かない。占領さ

れた祖国の西側地域でも同じことが言える。 
    

民主主義に対する武力抵抗も、それが罪のない人々に向けられるのでなけ

れば、道徳的に正当化される！このことは、私が述べたことから明らかで

あると思います。でもね：  
    

道徳的に正当であることは、同時に戦術的に必須であることを意味しな

い！ 
    

私は、現在の歴史的局面において、FRGにおける、右派からの自由のため

の武装闘争である人狼を厳しく否定する！我々は革命的な状況にあるわけ

ではない！人民は軟弱な抑圧のメカニズムに少しも気づいていない、彼ら

は今のところ人狼に少しも理解を示さないだろう。  

    

武装抵抗の支持者は、自由のための軍事闘争が再開された場合、すなわ

ち、国際法上、技術的には、1945年5月8日の降伏と休戦協定が破られた場

合、自由資本主義体制は、民主主義の仮面を捨て、自国民に対する戦勝国

の代理人として、その本当の姿を見せざるを得ないと言っている--これは

正しい。  

    

しかし、このような戦略は、我々自身の力を過大評価するものである。ド

イツの自由運動は、占領政権に対する軍事闘争を組織化しようとする試み

で、干からびるだろう。それは、絶望的で無駄な闘いであり、その中で最
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良のものが無意味に犠牲となるであろう。もし、無政府主義者や共産主義

者が、赤軍派（RAF）というゲリラを結成していなければ、状況はもっと

違っていたかもしれない。 
    

RAFは長年にわたり、自由資本主義体制の抑圧装置に対して武力闘争を繰

り広げてきた。私は、RAF流のテロ行為によって無実の犠牲者が出たこと

を心から残念に思うが、我々の宿敵である共産主義者と民主主義者のこの

闘いに、「ひそかな喜び」を隠さない。大物たちは震え上がり、民主主義

者たちは有刺鉄線や機関銃の陰に身を隠し、アドルフ・ヒトラーはオープ

ンカーで歓声を上げる群衆の中を走り抜けることができたのです。民主主

義国家と人民国家の違いは、これ以上ないほど明確に象徴されています！  

    

RAFが存在し、ドイツに革命的な状況がない限り、人狼は役に立たない

し、有害ですらある。もちろん、国民運動家は、結局のところ完全には否

定できない最終対決のために、軍事スポーツ団体で軍事的に準備すること

はできるが、現時点では、右派からの自由を求める武力闘争はあってはな

らないのである。 
    

恐怖に苛まれてはいけない。システムは、運動を完全につぶすためのテコ

を見つけるために、私たちがそのような間違いをするのを待っているだけ

なのだ。私たちは、指導者と同様に、権力への実行可能な合法的な方法を

見つけると固く信じています。1923年11月9日の失敗した革命の結果と結

論は、まだ適用される。未来は私たちのものである！歴史の流れを人為的

に早めようとする誘惑に打ち勝とう。真に偉大なものはすべて、強くなる

ために成熟しなければならない。私たちの時代はまだ来ていないのだ。 

    

偽善に加え、私たちは、自由資本主義システムの第二の生活基盤である奔

放で自由奔放な物質主義に注目しています。これは、寄生虫のように、国

民のためではなく、国民のために生きる民主主義政治家の贅沢な生活と無

制限の腐敗に見ることができる。餌箱の豚のように、彼らは、年金を下

げ、税金を上げ、食事量を倍増させ、快適な生活を送っている。  

    

しかし、レセプションや高価な研修旅行では、連邦功労十字章とマナーを
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身につけた控えめなスーツ姿の彼らに必ず出会う。彼らの不祥事やス

キャンダルは、システム・プレスによって意図的に隠蔽されるのが普

通である。しかし、それにもかかわらず、広範な国民は彼らに対して

驚くほど正しい本能を示す：国民は、このような「代表者」に対し

て、特別に高い評価をしたことはないのである。 
    

国会議員たちが「国民の代表」を名乗る資格はどれほどあるのだろ

う。彼らの中で、いまだに国民と実際に接触している人がいるのだろ

うか。「国会議員の中には、公務員や産業界の代表者といった役人が

いるが、誰が国民を代表しているのだろうか？国民はテレビ画面の前

に座り、不思議に思っている！ 
    

この中には、善意の人たちが確かにいます。理想主義的な民主主義者

がいて、他の理想主義者と同じように、たとえ私たちが彼らに反対

し、彼らと戦うとしても、私たちは敬意を表します。また、彼らの中

には、このままではいけないと悟った人たちもいます。例えば、1978

年に自分のキャリアを賭けてCDUから緑の運動に転向した連邦議会議

員のヘルベルト・グルールを考えています。しかし、その数はほんの

わずかである。プロの政治家が働くか働かないかによって良い生活が

期待できる寄生虫や、ほとんど匿名の権力者の指示を実行し、あたか

も自分たちがこの国の政治の未来を形作っているかのように振る舞

う、効率的で目立たないテクノクラートたちが優勢になっているの

だ。  

    

しかし、彼らは2つのことを確実に知っている、1945年の新しい主人た

ちだ： 
  

民主主義は、敗戦後の戦勝国によって、2度にわたってドイツ国民に押

しつけられました。国民は、このような国家と経済の形態を本当に望

むかどうか、問われることはなかった。基本法は、すべての政党が参

加して自由に選ばれた議会でも、国民投票でも承認されなかった。

NSDAPとその下部組織の禁止は、連合国軍占領下の規則から、新しい

共和国の刑法に引き継がれただけである。ボン占領下の体制では、国

民はまったく登場しない： 
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憲法の投票も、国民投票も、国民投票も、国家元首の自由選挙もな

く、代わりに政党禁止、税金による民主党国家党の資金調達、NS禁

止、5％ハードル。  

    

ドイツには、権力者と直接の受益者の薄っぺらい層を除いて、民主主

義者はいない。彼らはそのことをよく分かっている。しかし、ドイツ

国民は常に権威に従順で、革命を嫌う。ドイツ人が比較的気楽な私生

活を楽しむことができ、絶望的な生活環境が広範な大衆を反乱に駆り

立てない限り、わが国民の将来を心配するのは少数派だけである。自

由資本主義体制の安定は、人民の同意に基づくものではなく、人民が

私的生活条件に満足することに基づいているのである。 

  

世界的な危機の始まりである今日、ほとんどのドイツ人にとってこう

した生活環境がまだ耐えられるのは、自由主義資本主義システムの功

罪ではなく、無から富を生み出し、自分たちが成し遂げたことに正当

な誇りを持つドイツ国民の模範的勤勉さと粘り強い効率性の結果であ

る。  

しかし、労働者をパートナーとして、平等な市民としたのは、国家社

会主義国家の功績でもある。それは、財産の社会的義務を確立し、そ

れによって国民的共同体意識を目覚めさせた。自由資本主義体制が安

定しているのは、国家社会主義思想を悪者扱いし、同時に国家社会主

義的手法を適用しているからである。 
  

民主主義者たちがこの2点を守る限り、ドイツ国民に不利益をもたらす

体制は存続し続けるだろう。自分たちの体制の存続を、前述の2つの原

則にのみ基づいて可能にするために、民主主義者は国民に粗雑な物質

主義を教育する必要があった。すべての理想は時間の経過とともに嘲

笑され、堕落し、すべての価値は休日の出来事に慎重に限定されなけ

ればならなかった。国民は、フラット、自動車、テレビ、冷蔵庫、洗

濯機のために、そして一時的なフラット、セカンドカー、セカンドテ

レビ、冷凍庫、自動キッチンのために、そして大量給食、消費主義、

アメリカンモデルによる広告の理想世界のために、そしてつまらない
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テレビシリーズ、異常な性習慣、文学、演劇、創造芸術における混沌

とした文化の崩壊のためにだけ刺激されるべきでした。しかし、これ

らすべての目的はただひとつ、国民を酩酊状態に陥れ、現実から目を

そらすことである。 

    

復興が終わってから、つまり1960年代から、ヨーロッパで最も有能な

人々は、ひどく美しい夢の世界の中で、人為的に誘発された退廃の中

で生きており、それが私たちの国民体の精神的、心的、肉体的健康を

蝕んでしまっている。このようにしてのみ、再教育者たちは、長期的

には、東と西の間、共産主義と資本主義の間にある独立したドイツの

存在という国家社会主義の考えをドイツ人の脳から焼き出し、おとな

しくさせ、心地よく搾取することに成功したのです。 
    

ドイツの自由という観念を抑圧し、潜在意識の奥底に押し込めること

は可能だったが、そこで眠り、すでに大きく膨らんだ夢の泡がある日

大きな音を立ててはじけ、数十年ぶりに幻滅した国民が現実世界とそ

の無慈悲な法律を再び目にするとき、再びドイツを形作るだろう。民

主党が古い国家社会主義的な措置を再び適用しているという事実でさ

え、長期的には自由主義・資本主義体制を救うことはできず、むしろ

有害であることが証明されている。その結果は、科学的な教科書に基

づいて、医学の素人が行った心臓移植に似ている。  

    

以下はその例です：  

    

第三帝国は、ドイツ人が人民の共同体であることを教育し、人が祖国

を愛することができるのは、祖国が自分を平等に扱い、他の人民の一

員と同じように自分を尊重してくれる場合だけだということを明確に

認識させたのである。このようにして、国家社会主義人民国家は、労

働者階級の国家に対する戦線を克服することに成功し、労働者は初め

て、自分があらゆる権利と義務を持つ一人前の人民の一員であること

を実感した。今日でも、自由主義資本主義体制は、この国家社会主義

による労働者の教育を参考にしている。ドイツではストライキはほと

んどなく、労働者は全体の利益のために犠牲を払う覚悟がまだある。  
    

第三帝国は、経済がすべての人に関係すること、経済のある部門が特

 



10 

に悪くなると国民全体が苦しむこと、ある側からの過剰な要求は全体

にとって悲惨であることをドイツ国民に明らかにしたのである。今

日、これは社会的パートナーシップと呼ばれるもので、

Volksgemeinschaftという言葉は流行らないからだ。  

    

ドイツ労働戦線によって、第三帝国は、国家、雇用者、被雇用者が共

同で、労働世界の人道的な組織化のための解決策を模索し、同様に、

共同で国民経済のさらなる発展を計画する機関を創設しました。 
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